
科 目

名 
ライフサイエンス 

普通科・理数科必修 

２年次・１単位 

目 標 
個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるようにし、生涯を通じて自らの健康を適切に

管理し改善していく資質や能力を育てる。 

位 置

づ け 
生涯を通じて自らの健康を適切に管理し、生活習慣の乱れやストレスが健康に影響することを学ぶ。 

 

■使用する教材 

・現代高等学校保健体育（大修館書店） 

・現代高等学校保健体育ノート（大修館書店） 

・自作プリント ほか 

 

■学習する単元とおおよその時期 

生涯を通じる健康【４～９月】 

・生涯の各段階における健康 

・労働と健康 

健康を支える環境づくり【１０～３月】 

・環境と健康 

・食品と健康 

・保健・医療制度及び地域の保健・医療機関 

・様々な保健活動や社会的対策 

・健康に関する環境づくりと社会参加 

■授業の流れ、予習・復習を含めた学習方法 

教科書と学習ノートを使用して行う講義形式と、グルー

プ学習により調べ学習と発表を行う課題探究形式の２パ

ターンで行う。課題探求形式の授業では、グループを作

り教科書の各単元を割り当て調べ学習を行った後、グル

ープ毎に発表を行う。各テーマにプリントを用い、考える

力も身につける。 

 

■観点別評価について 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評

価

基

準 

Ａ 

健康の保持増進に必要な事柄

について課題解決に立つ基礎

的な事項を理解し、十分な知識

を身につけた。 

 

健康の保持増進に必要な事柄

について課題の設定や解決の

方法を考え、的確に選択すべき

行動を判断できる。 

 

健康の保持増進に必要な事柄

について関心を持ち、個人およ

び集団の課題解決に向けて意

欲的に学習に取り組むことが

できる。 

Ｂ 

健康の保持増進に必要な事柄

について課題解決に立つ基礎

的な事項を理解し、概ね知識を

身につけた。 

健康の保持増進に必要な事柄

について課題の設定や解決の

方法を考え、概ね判断できる。 

 

健康の保持増進に必要な事柄

について関心を持ち、個人およ

び集団の課題解決に向けて学

習に取り組むことができる。 

Ｃ 上記が達成できていない 上記が達成できていない 上記が達成できていない 

評価の

場面 

定期考査、単元テスト 

課題の提出内容 

定期考査、単元テスト 

授業中の発言内容 

授業中の参加態度 

課題の提出状況 

 


